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慶
長
３
（
１
５
９
８
）
年

・
豊
臣
秀
吉
が
上
杉
景
勝
を
会
津

（
福
島
県
）
に
移
封
。
高
梨
氏
を

は
じ
め
、
北
信
濃
の
諸
将
も
こ
れ

に
従
い
会
津
へ
移
る
。

慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年

・
関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
方
勝
利
。

慶
長
８
（
１
６
０
３
）
年

・
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く
。

慶
長
１９
（
１
６
１
４
）
年

・
大
坂
冬
の
陣
、
東
西
両
軍
和
睦
。

元
和
元
（
１
６
１
５
）
年

・
大
坂
夏
の
陣
、
豊
臣
氏
滅
ぶ
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
①

山
田
家
の
江
部
来
住

寛
永
１０
（
１
６
３
３
）
年

・
幕
府
、
鎖
国
令
発
布
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
②

地
主
「
山
田
庄
左
衛
門
家
」
の
成
り
立
ち

享
保
９
（
１
７
２
４
）
年

・
幕
府
、
高
井
郡
内
の
幕
府
領
諸
陣

屋
を
中
野
陣
屋
に
統
合
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
③

地
方
文
人
「
山
田
松
斎
」
の
活
躍

弘
化
４
（
１
８
４
７
）
年

・
善
光
寺
地
震
発
生
。
中
野
幕
府
領

内
の
死
者
７
７
８
人
。

※参考資料「中野市誌 歴史編（前・後編）」（中野市）

歴
史
年
表
に
み
る

山
田
家
と
中
野
市

ト
ピ
ッ
ク
ス
④

幕
末
維
新
期
の
山
田
庄
左
衛
門
家

ト
ピ
ッ
ク
ス
⑤

近
代
の
山
田
家

慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年

・
徳
川
慶
喜
、
大
政
奉
還
。

明
治
３
（
１
８
７
０
）
年

・
千
曲
川
瀬
直
し
工
事
（
直
流
化
）

着
工（
明
治
５
年
完
成
）。

・
政
府
、
伊
那
県
を
分
割
し
中
野
県

を
設
置
。
東
北
信
の
旧
幕
府
領
を

管
轄
す
る
。

・
明
治
政
府
の
増
税
な
ど
に
反
対
し

て
一
揆
（
中
野
騒
動
）
が
起
こ

り
、
県
庁
舎
焼
失
。

明
治
４
（
１
８
７
１
）
年

・
中
野
県
を
長
野
県
に
改
称
す
る
太

政
官
布
告
。

弘
化
５
（
１
８
４
８
）
年

・
質
蔵
及
び
文
庫
蔵
建
築
。

幕
末

・
隅
蔵
建
築
。

明
治
１３
（
１
８
８
０
）
年

・
裏
門
・
台
所
味
噌
蔵
及
び
事
務

所
、
六
間
蔵
及
び
二
間
蔵
建
築
。

明
治
中
期

・
奥
座
敷
、
酒
売
場
建
築
。

昭
和
２８
（
１
９
５
３
）
年

・
新
座
敷
建
築
。

山田家資料にみる北信濃の４００年
～「真田丸」の時代を越えて、私たちの郷土はどう生きてきたのか～

　旧山田家住宅は、平成 2０ 年に市に寄贈され、現在は（仮称）山田家資料館と
して一般公開しています。建造物のほかにも、江戸時代後期に作庭されたと考
えられる庭園や、約１万４千点もの古文書をはじめとする歴史資料を収蔵し、
その一部を展示しています。山田家に伝わる資料を読み解くと、山田家、また
北信濃の人々が江戸時代以降をどう生き抜いてきたのかが見えてきます。 （仮称）山田家資料館

学芸員　山
や ま だ

田正
ま さ こ

子
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山
田
家
の
先
祖
は
戦
国
浪
人
と
い
わ

れ
、
初
代
の
縫ぬ

い

の

す

け

殿
介
（
生
没
年
不
詳
）

が
江
部
に
来
住
し
た
の
は
、
元
和
年
間

（
１
６
１
５
～
2４
）
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
初
め
に
当
地
を
支
配
し
た

飯
山
藩
主
・
堀ほ

り

直な
お
よ
り寄
は
、
戦
国
浪
人
を
優

遇
し
て
積
極
的
に
迎
え
入
れ
、
千
曲
川
沖

積
地
な
ど
の
荒
地
や
未
開
発
地
の
開
発
を

奨
励
し
ま
し
た
。
山
田
家
は
こ
の
こ
ろ
に

一
族
や
抱
え
の
人
々
と
共
に
、
江
部
に
来

住
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
３
代
目
が
初
め
て
「
庄し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
」
を
名

乗
り
ま
す
（
山
田
庄
左
衛
門
家
の
創
設
）。

土
地
の
移
動
状
況
を
示
す
質し

っ
ち
し
ょ
う
も
ん

地
証
文
は
、

寛
文
６
（
１
６
６
６
）
年
が
初
出
で
、
元

禄
年
間
（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
）
に
か

け
て
大
量
の
田
畑
を
買

い
入
れ
、
土
地
の
集
積

を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

周
辺
藩
領
の
年
貢
地
払

い
米
を
買
い
入
れ
て
、

穀
物
売
買
や
酒
造
業
を

営
み
ま
し
た
。

　
享
保
年
間（
１
７
１
６

～
３６
）
こ
ろ
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
帳
簿
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
山
田

家
に
よ
る
地
主
経
営
が
本
格
化
し
て
い
き

ま
す
。
現
在
地
に
屋
敷
を
構
え
た
の
も
享

保
年
間
で
す
。

　
明
和
６
（
１
７
６
９
）
年
に
生
ま
れ
、

天
保
１１
（
１
８
４
０
）
年
に
７2
歳
で
没
し

た
７
代
庄
左
衛
門
顕
孝
は
、
文
人
「
山
田

松し
ょ
う
さ
い斎

」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
信
州
中
野
の
畔あ

ぜ
が
み上
聖せ

い
た
ん誕
、
山や

ま
ぎ
し岸
蘭ら

ん
ち
ょ
う腸
ら

と
江
戸
の
儒
者
・
亀か

め

だ田
鵬ぼ

う
さ
い斎

に
師
事
し
、

柏か
し
わ
ぎ木

如じ
ょ
て
い亭

、
頼ら

い
さ
ん
よ
う

山
陽
ら
と
も
交
友
し
ま
し

た
。
七し

ち
げ
ん
き
ん

絃
琴
を
嗜
み
、『
経け

い
て
ん
こ
く
め
い
こ
う

典
穀
名
考
』

な
ど
の
著
作
を
残
し
、
地
域
の
門
人
た
ち

に
講
義
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、旅
日
記
「
宝

善
堂
記
行
」「
参
宮
紀

行
」
か
ら
は
、
江
戸

や
京
都
の
文
人
た
ち

と
の
人
脈
が
見
え
て

き
ま
す
。

　
山
田
庄
左
衛
門
家
の
土
地
集
積
は
さ
ら

に
進
み
、
嘉
永
３
（
１
８
５
０
）
年
の
小

作
地
は
１９
か
村
、８
６
２
石
に
及
び
ま
す
。

天
明
５
（
１
７
８
５
）
年
か
ら
は
中
野
代

官
所
と
の
金
融
取
引
が
始
ま
り
、
幕
末
に

は
中
野
代
官
所
の
掛か

け

や屋
と
し
て
年
貢
金
の

運
用
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
千
曲
川

沖
積
地
に
広
が
る
耕
地
は
水
害
常
襲
地
帯

だ
っ
た
た
め
、９
代
～
１１
代
庄
左
衛
門
は
、

篠し

の

だ田
市い

ち

ざ

え

も

ん

左
衛
門
、
丸ま

る
や
ま山
要よ

う

ざ

え

も

ん

左
衛
門
ら
と
千

曲
川
の
築
堤
や
瀬
直
し
（
直
流
化
）
の
実

現
に
奔
走
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
１2

月
、
北
信
商
社
員
で
あ
っ
た
山
田
家
は
一

揆
勢
の
攻
撃
対
象
と
な
り
、
母
屋
・
土
蔵

な
ど
を
焼
失
し
ま
し
た
（
中
野
騒
動
）。

　
中
野
県
か
ら
長
野
県
へ
と
移
り
変
わ

ト
ピ
ッ
ク
ス
①

山
田
家
の
江
部
来
住

（
１
６
０
０
年
代
前
半
）

ト
ピ
ッ
ク
ス
②

地
主
「
山
田
庄
左
衛
門
家
」
の
成
り
立
ち

（
１
６
０
０
年
代
後
半
～
１
７
０
０
年
代
前
半
）

ト
ピ
ッ
ク
ス
③

地
方
文
人
「
山
田
松
斎
」
の
活
躍

（
１
７
０
０
年
代
後
半
～
１
８
０
０
年
代
前
半
）

▼経典穀名考
ト
ピ
ッ
ク
ス
④

幕
末
維
新
期
の
山
田
庄
左
衛
門
家

（
１
８
０
０
年
代
半
ば
）

ト
ピ
ッ
ク
ス
⑤

近
代
の
山
田
家

（
１
８
０
０
年
代
後
半
～
１
９
０
０
年
代
前
半
）

住所／中野市大字江部 ４６ 番地３
ＴＥＬ／ 0269-23-2955
開館時間／午前９時～午後５時
休館日／土・日・祝日・年末年始
入館料／無料

※見学をご希望の際は、上記まで
ご連絡ください。

（仮称）山田家資料館

る
な
か
、
山
田
家
は
第
１９
大だ

い

く区
区
長
な

ど
の
役
職
を
歴
任
し
、
１2
代
荘し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門

（
１
８
５
１
～
１
９
１
７
）
は
貴
族
院
議

員
・
衆
議
院
議
員
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

　
明
治
期
に
お
け
る
山
田
家
の
経
済
活
動

は
、
地
域
の
土
地
集
積
か
ら
横
浜
生
糸
貿

易
・
証
券
投
資
・
銀
行
経
営
な
ど
に
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。１2
代
荘
左
衛
門
の
弟
・

松ま
つ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
（
１
８
５
６
～
１
９
３
３
）
は
、

横
浜
生
糸
合
名
会
社
の
役
員
と
し
て
生
糸

貿
易
に
携
わ

り
、
分
家
の

山
田
亀か

め
き
ち吉

（
？

～
１
９
２
８
）

が
経
営
す
る

江
部
製
糸
場

の
生
糸
も
横

浜
か
ら
海
外

に
輸
出
さ
れ

ま
し
た
。

▲江部製糸場に関する資料

▲寛文６年の質地証文


